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1987年 ごろから始まったとい

われるリゾートクラブ会員権流

通。バブル期に投機目的で購

入されたこともあり実際の使用

価値より高額な価格で取引され

ていた感のある会員制リゾート

クラブだが、バブル崩壊後は需

要を反映した価格で流通するよ

うになったという。

一般的には買取再販方式が

主流となっており、仲介業者がリ

ゾート会員権を売主からいった

ん買取り、一定の金額を上乗せしてエンドユーザーヘ販売する

という仕組み。この場合、仲介業者がその会員権をエンドユ

ーザーにどのぐらい上乗せして販売したか分からない。また、

購入者は仲介業者がその会員権を再販売する際、どのぐらい

上乗せして売り出したのか分からないという状態となる。この

不透明な部分がエンドユーザーの不信を生んでしまう危険性

があるということで、売主様の売却価格と買主様の購入価格

をデイスクローズしたのが、仲介大手の株式会社e会員権の運
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営する「e会員権フェアマーケットwww.e― kaiinken.com」 だ。

その仕組みは、売り主の売却希望価格がそのまま買い主

の購入価格となる。同社は契約が成立した際に、売り主、買

い主のそれぞれからもらう手数料のみですべての手続きを行

なう。こうして公正な流通市場となり流通価格は需要と供給

のバランスで決まる健全なマーケットとなるのだ。

このような仕組みで実績を上げる同社に会員権の流通市

場の動向をうかがった。

「仲介業者の上乗せ利益を排除した公正でガラス張りの流

通市場が必要ではないかと考えます。e会員権フェアマーケ

ットは、売主様にとってはリゾート会員権をより高く売却でき

る、買主様にとってはリゾート会員権をより安く購入できるお

互いにメリットの生じるシステムです」とe会員権の川口昇一代

表取締役は話す。

最近の仲介市場での動向をみると、購入者層については

50代 (34.2%)、 40代 (28.8%)で全体の半数以上を占めるが、

30代でも20%と 高い数値を示している。特に若い層では会

員制リゾートクラブを気軽に利用したいというニーズが増えて

いるのが特徴的だという。

人気のあるリゾートクラブの要素としては、「利用システム

がわかりやすいこと」、「素泊まりができること」、「コンセプト

が明確であること」、「利用施設が多いこと」などが挙げられ

るという。

〈特集〉会員制リゾー トクラブ 次の一手は

e会員権 り|1口昇一代表取締役


